
平成２５事業年度財務諸表等の公表について 

 

 

 本学の平成２５事業年度財務諸表につきましては、平成２６年９月２６日付けで文部科

学大臣より承認されましたので、国立大学法人法第３５条及び準用独立行政法人通則法第

３８条第４項に基づき関係書類とともに公表します。 

 

本学は、社会の変化を先取りする技学を創成し、未来社会で持続的に貢献する実践的・

創造的能力と奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する、大学院に重点を置いたグローバ

ル社会に不可欠な大学を目指しています。 

 

平成２５年度は、文部科学省が「国立大学改革強化推進事業」として採択した、「三機関

が連携・協働した教育改革事業」において、多地点接続及び双方向での講義・会議を可能

とする GI-net により、本学と豊橋技術科学大学、国立高等専門学校機構及び全国５１高専

（５５キャンパス）を結び、教育・研究の膨大なリソースの共有活動を促進する基盤を構

築し、運用を開始しました。 

また、本学が積極的に取り組んでいる産学官連携を更に発展させ、技術者教育プログラ

ムと一体化させるため「技学イノベーション推進センター」を設置しました。当センター

では、実践的技術者育成の場である産学官融合キャンパスを通じ、国際競争力を持つ日本

の、特に地域の産業活性化を実現できるイノベーションを指向した実践的創造的技術者の

育成を推進します。 

さらに、総合研究棟（機械建設１号棟）の耐震改修工事等を行い、学生が安心して学習・

研究を行える環境を整備しました。 

 

今後は、平成２６年９月に文部科学省が「スーパーグローバル大学等事業」として採択

した、本学の構想である「グローバル社会を牽引する実践的技術者育成プログラム～グロ

ーバル産学官融合キャンパス構築～」を力強く展開し、次世代の戦略的地域との強固なネ

ットワークを持ち、世界を牽引する実践的グローバル技術者教育を先導し続ける大学を目

指してまいります。 

また、平成２７年４月からは、大学院工学研究科に５年一貫制の博士課程「技術科学イ

ノベーション専攻」を設置します。高度な研究能力に加え、イノベーション能力、マネー

ジング能力を備え、グローバルに活躍できる産業創造リーダー、ベンチャー起業家など、

日本ならびに世界の産業を牽引する人材の輩出に取り組んでまいります。 

 

依然として厳しい経済情勢の中、関係各位におかれましては、本学の様々な教育研究活

動に対して、寄附や受託・共同研究等により、多大なご支援をいただき、深く感謝申し上

げます。今後とも、本学の教育研究活動の更なる充実と発展を図る所存ですので、ご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

平成２６年１０月 

 

                   国立大学法人長岡技術科学大学長 

                              新 原  晧 一 
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